
■■ 戸塚特別出張所・地域センター新庁舎完成 2 月オープン
　今定例会では、区長提出議案と議員提出議案合わせて30件の議案が可決されました。
○新宿区戸塚特別出張所は移転のため高田馬場一丁目から二丁目に位置が変わります。（2月22日）
○東京都の難病患者等に係る医療費助成の対象疾病が追加変更され、新宿区心身障害者福祉手当の支給対象と
　なる疾病も追加変更します。（間脳下垂体機能障害外10疾病）
○補正予算
　・新宿区父子家庭手当の支給及びシステム導入費用　　　　　　　　　　1,574万5千円
　 （新宿区独自に児童扶養手当と同基準の手当を支給）
　・都の待機児童解消補助制度新設に伴う認証保育所開設準備経費の増　　1億1,250万円
　・地球温暖化対策の推進（太陽光発電システム設置補助等）　　　　　　　  4,300万円････････････････････････････････････関連記事4面

議　案今定例会で可決した
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区
議
会
全
会
派
に

よ
り
区
長
に
対
し
、

一
歳
か
ら
小
学
校
6

年
生
ま
で
の
全
て
の

子
ど
も
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
無
料
接
種
の
実

施
を
申
し
入
れ
、
実

現
し
ま
し
た
。

　

新
宿
区
自
治
基
本
条
例
検
討
連
絡
会
議

が
開
催
す
る
中
間
報
告
会
に
ご
参
加
を　

１
月
30
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜
4
時　

新
宿
コ
ズ
ミ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
5
階

新宿高層ビルと富士山

本紙は、新聞（朝日・産経・東京・日本経済・毎日・読売）折り込みで配布しています。そのほか、主な区立施設、区内の駅・スーパーなどに置いています。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
区
民
の
皆
様
に
は
幸
多

き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
信
濃
町
保
育
園
分
園

や
富
久
さ
く
ら
公
園
の
開
園
、
We

バ
ス
稼
動
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
未
曾
有
の
社
会
経
済
状
況

の
中
で
時
宜
を
得
た「
緊
急
経
済
・

雇
用
対
策
」・「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
政
治
に
お
い
て
は
、
東

京
都
議
会
議
員
選
挙
及
び
衆
議
院

議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
９
月
に

は
政
権
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
、
区
議
会
は
、
区
民
・
議

会
・
行
政
の
三
者
で
協
働
し
て
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
（
仮
称
）

新
宿
区
自
治
基
本
条
例
を
、
第
３

回
区
議
会
定
例
会
で
の
制
定
を
目

指
し
、
ま
と
め
の
検
討
を
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
実
施
し
ま
し

た
「
区
議
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
の
結
果
を
踏
ま
え
、
更

な
る
議
会
改
革
に
向
け
た
検
討
を

行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

経
済
の
動
向
は
デ
フ
レ
懸
念
が

強
ま
り
、
区
民
生
活
や
中
小
企
業

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

区
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
区

民
生
活
を
守
る
た
め
、
地
域
に
根

ざ
し
た
様
々
な
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
く
と
共
に
、
区
民
に

開
か
れ
た
透
明
性
の
高
い
議
会
運

営
に
、
一
所
懸
命
努
め
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

何
と
ぞ
皆
様
の
一
層
の
ご
理

解
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
宿
区
議
会
議
長

深
沢
と
し
さ
だ

今
定
例
会
で

議
決
し
た

（
要
旨
）

　

意
見
書
の
全
文
は
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
頂
く
か
、
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

細
菌
性
髄
膜
炎
は
乳
幼
児
に
重
い

後
遺
症
や
、
死
亡
を
引
き
起
こ
す
が
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
予
防
可
能
で
す
。

Ｈ
ｉ
ｂ
及
び
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
化
と
安
定
供
給
を
国
会
及

び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
生
命
を
守
る
た
め
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
及
び
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
へ
の
公
費
助
成
、
定
期
接

種
化
を
求
め
る
意
見
書

身
近
な
政
府
・
新
宿
区
の

自
治
を
考
え
る
つ
ど
い

区
長
へ
緊
急
申
し
入
れ

あけましておめでとうございます。

戸塚特別出張所新庁舎

　

省
エ
ネ
家
電
の
「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

制
度
」
と
環
境
対
応
車
へ
の
「
エ
コ

カ
ー
補
助
制
度
」
の
目
的
は
、
第
一

に
景
気
浮
揚
で
、
第
二
に
環
境
負
荷

が
少
な
い
低
炭
素
社
会
へ
の
転
換
で

す
。
来
年
度
の
継
続
を
国
会
及
び
政

府
に
求
め
ま
し
た
。

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
並
び
に
エ
コ

カ
ー
補
助
金
の
継
続
実
施
を
求
め

る
意
見
書

　

精
神
障
害
者
は
身
体
や
知
的
の
障

害
者
に
比
較
し
福
祉
施
策
が
遅
れ
て

い
ま
す
。
心
身
障
害
者
手
当
を
精
神

障
害
者
に
適
用
拡
大
す
る
た
め
、
国

が
財
源
措
置
す
る
よ
う
国
会
及
び
政

府
に
求
め
ま
し
た
。

精
神
障
害
者
の
所
得
保
障
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
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●「新宿区議会ホームページ」のアドレスは、http://www.city.shinjuku.tokyo.jp/gikai/ です。
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新
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新
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を
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　え

　て

を
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　て

を

　迎

　え

　て

を

　迎

　え

　て

各
会
派
あ
い
さ
つ ◆

議
長
・
副
議
長

　
　
　
　
　

新
宿
区
議
会
議
長

深
沢
　
と
し
さ
だ

　
　
　
　
　

新
宿
区
議
会
副
議
長

小
　
松
　
政
　
子

真
の
「
区
民
要
望
」
に
応
え
る

政
策
立
案
で
区
政
を
推
進
し
ま
す

新
宿
区
議
会
公
明
党

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
よ
り
本
年
に
か
け
て
、
わ

が
国
の
景
気
は
失
業
率
が
高
水
準

に
あ
る
な
ど
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
先
行
き
不
安
を
解

消
す
る
見
通
し
は
立
っ
て
い
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
区

民
が
政
治
に
求
め
る
本
当
の
ニ
ー

ズ
を
つ
か
み
、
政
策
に
反
映
さ
せ

実
現
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

区
議
会
公
明
党
も
、
今
再
び

「
大
衆
と
と
も
に
」
と
の
立
党
精

神
で
、
全
議
員
が
現
場
を
歩
き
対

話
を
重
ね
、
ど
こ
ま
で
も
現
場
第

一
主
義
で
暮
ら
し
の
最
前
線
に
飛

び
込
み
区
民
の
側
か
ら
、
地
域
か

ら
政
策
を
立
案
、
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

本
年
も
区
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期

待
に
応
え
る
べ
く
全
力
で
動
き
働

い
て
ま
い
り
ま
す
。

幹事長
有馬としろう

2 期
〒161-0032
中落合2-12-26
グランスイート
中落合101

（3952）8354

小畑　通夫
7 期

〒169-0072
大久保2-29-3

（3209）3409

副幹事長
鈴木　ゆきえ

3 期
〒160-0022
新宿1-6-8

（3354）2730

とよしま正雄
6 期

〒160-0016
信濃町11
五十嵐ビル5A

（3353）8812

くまがい澄子
4 期

〒169-0071
戸塚町1-102

（3203）1892

小松　政子
3 期

〒162-0824
揚場町2-12-208

（3267）5113

中村しんいち
1 期

〒169-0072
大久保2-2-20-502

（3202）1474

赤羽　つや子
3 期

〒161-0032
中落合1-21-3

（3366）0164

野もとあきとし
1 期

〒169-0073
百人町3-8-14
篠田方

（3368）5035

本 会 議

特別委員会

平成２２年　第１回
定例会のお知らせ

★２月２２日から３月２４日までの予定
です。主な日程は、次のとおりです。

２月２２日・２５日・２６日
３月２４日
３月１日〜３月１２日
３月１６日・１７日
３月１８日・１９日

★ぜひ傍聴にいらしてください。
★手話通訳者または要約筆記者の配
置もできます。事前に議会事務局
（TEL5273-3534）までご連絡くだ
さい。
★本会議・予算特別委員会は、議会ホ
ームページでインターネット中継
（生中継と録画中継）を実施してい
ます。ぜひご利用ください。

会派役職
　氏　　名

当選期数
住　　所

電話番号

凡　例

　

公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
政
治
家

は
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
を
出

す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
選
挙
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に

寄
附
を
行
う
こ
と
は
、
特
定
の
場

合
を
除
い
て
一
切
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
有
権
者
が
求
め
て
も
い
け

ま
せ
ん
。
冠
婚
葬
祭
に
お
け
る
贈

答
な
ど
も
寄
附
に
な
り
ま
す
。

　

区
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
み
よ
い
ま
ち
の
実
現
を

目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
影
響
は
国
や
地
方
の
財
政
に

も
及
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
新

宿
区
は
こ
れ
ま
で
の
健
全
財
政
の

運
用
に
よ
り
一
定
の
財
政
力
を
有

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
財
政
力
に

よ
り
平
成
22
年
度
も
こ
れ
ま
で
通

り
の
行
政
が
可
能
で
す
。

高
齢
者
・
少
子
化
・
商
工
業
・

防
災
・
環
境
対
策
な
ど
取
り
組
む

べ
き
課
題
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
特
に
、
高
齢
者
支
援
、

子
育
て
支
援
、
教
育
の
充
実
、
中

小
企
業
・
ま
ち
の
安
全
対
策
な
ど

は
力
を
入
れ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
施
策

の
実
現
に
本
年
も
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

団長
桑原　公平

4 期
〒160-0023
西新宿8-7-6

（3366）0071

副幹事長
ひやま　真一

1 期
〒169-0075
高田馬場3-23-1
YSK ビル601 号

（3366）3575

幹事長
おぐら　利彦

2 期
〒160-0004
四谷1-3

（3353）9000

宮坂　俊文
4 期

〒161-0031
西落合1-25-15-
301

（3951）9848

深沢としさだ
2 期

〒161-0032
中落合1-6-13
ニューハイツ
中落合405

（5983）3322

佐原　たけし
2 期

〒169-0051
西早稲田1-18-15
ヴェラハイツ
早稲田404

（3207）5271

下村　治生
2 期

〒160-0021
歌舞伎町1-23-13

（3200）7181

吉住　はるお
1 期

〒162-0838
細工町1 －8
ヴィラK2 302 号室

（3260）3104

区
民
目
線
で
具
体
的
提
案
を
し

区
政
を
前
に
進
め
ま
す

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
自
民
・
公
明
政
権
が

終
わ
り
、
新
し
い
政
権
が
誕
生
し

ま
し
た
。
構
造
改
革
の
名
で
格
差

と
貧
困
を
拡
げ
、
国
民
を
苦
し
め

て
き
た
政
治
に
、
国
民
が
そ
の
手

で
き
っ
ぱ
り
幕
引
き
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
良
い
こ
と
に

は
賛
成
し
て
前
に
進
め
、
悪
い
こ

と
に
は
反
対
し
て
押
し
と
ど
め
る

「
建
設
的
野
党
」
と
し
て
、
国
政

で
も
新
宿
区
政
で
も
し
っ
か
り
役

割
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

経
済
危
機
か
ら
暮
ら
し
と
営
業

を
守
る
こ
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
各
種
予
防
接
種
無
料
化
で
命

と
健
康
を
守
る
こ
と
、
保
育
園
増

設
を
は
じ
め
と
す
る
子
育
て
支
援

等
々
、
今
年
も
区
民
の
生
活
目
線

で
具
体
的
な
提
案
を
し
て
区
政
を

前
に
進
め
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

団長
阿部　早苗

3 期
〒160-0022
新宿7-16-13

（3202）8622

副団長
田中のりひで

5 期
〒161-0034
上落合1-1-15-302

（3362）6326

幹事長
沢田　あゆみ

4 期
〒169-0051
西早稲田2-19-1
共美ビル101

（3204）4491

副幹事長
近藤　なつ子

4 期
〒162-0052
戸山1-16-16-310
090（4849）3227

松ヶ谷まさお
8 期

〒162-0801
山吹町333
カーネワセダ401号

（3269）0433

あざみ　民栄
3 期

〒162-0062
市谷加賀町2-6-1
市ヶ谷加賀町
アパートD-302

（3260）1456

雨宮　武彦
5 期

〒160-0017
左門町12
ライジングプラザ5A

（3341）0634

川村のりあき
2 期

〒161-0031
西落合1-32-18
090（9330）9004

「
新
政
権
」
を
支
え
、
景
気
回
復
と

区
民
の
暮
ら
し
向
上
に
全
力
を
尽
し
ま
す

民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

人
類
の
課
題
は
、
地
球
環
境
の

保
全
＝
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
削
減

で
す
。
日
本
全
国
で
四
ヶ
所
の
巨

大
太
陽
光
発
電
所
建
設
が
、
世
界

に
先
駆
け
て
の
電
気
自
動
車
開
発

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子

孫
の
み
な
ら
ず
生
き
と
し
生
け
る

も
の
へ
の
義
務
で
す
。

現
在
新
宿
区
は
区
民
・
行
政
・

議
会
一
体
で
三
十
一
万
住
民
を
中

心
に
、
区
に
働
き
、
学
び
活
動
す

る
八
十
万
人
と
共
に
自
治
基
本
条

例
（
新
宿
区
憲
法
）
策
定
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
後
に
、
新
自
由
主
義
の
下
で

自
ら
の
生
活
や
働
く
状
況
が
「
不

安
定
」
だ
と
感
じ
て
い
る
人
々
の

圧
倒
的
支
持
で
政
権
に
つ
い
た
私

ど
も
は
、
景
気
回
復
を
始
め
日
本

の
「
安
定
」
を
築
き
上
げ
る
事
こ

そ
が
支
持
に
応
え
る
途
と
信
じ
、

新
年
に
誓
い
ま
す
。

幹事長
久保　合介

11 期
〒162-0825
神楽坂6-16

（3260）0669

副幹事長
志田　雄一郎

3 期
〒160-0007
荒木町10-17
サンライズビル
203

（3355）0546

小野　きみ子
5 期

〒161-0033
下落合4-9-17

（5982）3050

すえき　亮
1 期

〒161-0033
下落合3-7-11

（3954）0365

平間　しのぶ
1 期

〒169-0073
百人町2-5-1
エクセルシオール
新宿西戸山602

（3365）0103

おのけん一郎
1 期

〒162-0056
若松町28-1
シャングリラ
早稲田503

（3208）4633

「
地
域
主
権
」
を
旗
印
に
、今年

も
頑
張
り
ま
す

新
宿
区
議
会
無
所
属
ク
ラ
ブ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

今
年
も
私
た
ち
を
取
り
巻
く
諸

状
況
は
決
し
て
良
い
状
況
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
急
展
開
で
良

く
な
る
と
も
思
え
ま
せ
ん
。
自
ら

の
手
で
切
り
開
く
覚
悟
で
、
今
年

１
年
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

今
年
、
私
達
は
「
地
域
主
権
」

に
注
目
し
て
い
ま
す
。
戦
後
６
０

余
年
、
政
党
も
含
め
、
あ
ま
り
に

も
「
中
央
集
権
」
に
慣
れ
す
ぎ
て

き
ま
し
た
。

私
達
「
無
所
属
ク
ラ
ブ
」
は
、

地
域
か
ら
発
信
す
る
会
派
と
し
て

「
議
会
は
新
宿
区
民
の
代
表
と
し

て
、
結
束
し
て
政
策
を
練
り
上
げ
、

行
政
を
主
導
し
、
国
や
中
央
を
動

か
し
て
ゆ
く
。
」
の
信
念
の
も
と

に
、
皆
様
と
一
緒
に
前
進
す
る
決

意
で
す
。

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

幹事長
根本　二郎

6 期
〒160-0022
新宿1-19-6-503

（3353）8059

副幹事長
のづ　たけし

3 期
〒161-0033
下落合3-16-15
エタニティー
目白701

（3954）3573

えのき　秀隆
4 期

〒161-0032
中落合4-6-11

（5983）8811

新
宿
区
は
「
一
番
身
近
な
政
府
」、

一
層
区
民
の
声
が
届
く
よ
う
努
め
ま
す
。

社
会
新
宿
区
議
会
議
員
団

団長
山田　敏行

10 期
〒160-0015
大京町26
野口ハウス604号

（3341）3074

幹事長
かわの　達男

5 期
〒169-0075
高田馬場1-20-10-
303

（3208）8340

一
人
で
も
出
来
る　

一
人
だ
か
ら
出
来
る
。

花
マ
ル
も
ら
え
る
新
宿
に

新
宿
区
議
会
花
マ
ル
ク
ラ
ブ

なす　雅之
2 期

〒162-0851
弁天町87-203

（5261）8315
予算特別委員会

常任委員会
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平成２１年度上半期 政務調査費収支一覧　〔平成２１年４月～９月〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（円）

会 派 名 会派
人員 収入

支　　出
支出合計 主な使途

調査研究費 研修費 会議費 資料費 広報費 事務費 人件費
新 宿 区 議 会
公 明 党 9 人 8,100,000 0 0 5,500 446,153 1,576,314 441,991 0 2,469,958 資料購入経費、広報紙発行経費

など
自 由 民 主 党
新宿区議会議員団 8 人 7,800,000 574,739 2,000 0 477,786 2,088,647 1,230,259 2,010,000 6,383,431 調査研究交通費、資料購入経費、

広報紙発行経費など
日 本 共 産 党
新宿区議会議員団 8 人 7,200,000 105,160 0 0 217,068 4,127,970 578,904 2,237,929 7,267,031 区政アンケート関連経費、資料購

入経費、広報紙発行経費など
民 主 党
新宿区議会議員団 6 人 5,400,000 425,229 39,320 14,152 119,410 2,661,110 392,174 562,600 4,213,995 調査研究交通費、資料購入経費、

広報紙発行経費など
新 宿 区 議 会
無 所 属 ク ラ ブ 3 人 2,700,000 50,924 82,353 0 0 1,022,676 208,887 0 1,364,840 調査研究交通費、資料購入経費、

広報紙発行経費など
社 会
新宿区議会議員団 2 人 1,800,000 157,440 120,200 0 26,199 891,885 397,845 0 1,593,569 調査研究交通費、資料購入経費、

広報紙発行経費など
新 宿 区 議 会
花 マ ル ク ラ ブ 1 人 900,000 13,190 30,000 0 13,820 248,935 389,717 40,000 735,662 研修会参加経費、資料購入経費、

広報紙発行経費など

合 計 37 
人 33,900,000 1,326,682 273,873 19,652 1,300,436 12,617,537 3,639,777 4,850,529 24,028,486

◎収入････月額15万円に会派の人数を乗じた金額です。（年度末又は改選の時点で、交付された政務調査費に残額が生じた場合は、区に返還します。）
※自由民主党新宿区議会議員団は、4～7月9人、8～9月8人です。

平成21年度上半期　政務調査費の収支報告をお知らせします

議 案 の 概 要 と 審 議 結 果 （賛成…〇反対…×）
会派略称　公明＝新宿区議会公明党　　　　　　自民＝自由民主党新宿区議会議員団
　　　　　共産＝日本共産党新宿区議会議員団　民主＝民主党新宿区議会議員団　
　　　　　新無ク＝新宿区議会無所属クラブ　　社会＝社会新宿区議会議員団　
　　　　　花マル＝新宿区議会花マルクラブ○21年第4回定例会（11月26日～12月7日）

議　案　名 概　　　　　要 公明 自民 共産 民主 新無ク 社会 花マル 議決結果

区 

長 

提 

出 

議 

案（
27
件
）

予
算（
1
件
）

平成21 年度新宿区一般会計補正予算（第8 号）
補正予算額：15 億7,771 万7 千円
補正の理由：生活保護法に基づく保護に要する経費、認証保育所開設準備経費補助に要する経費、父子家庭手当創設
によるシステム導入・支給に要する経費、子育て応援特別手当給付事業に要する経費の減額、太陽光発電システム設備
補助等地球温暖化対策事業に要する経費、大久保公園の機能強化プランに要する経費の財源更正等を計上

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

改
正
・
廃
止（
12
件
）

新宿区特別出張所設置条例の一部を改正する条例 新庁舎の完成に伴い、新宿区戸塚特別出張所を移転するため、その位置を変更する。
　高田馬場1-17-20　⇒　高田馬場2-18-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区心身障害者福祉手当条例の一部を改正する条例 東京都の難病患者等に係る医療費助成の対象疾病が追加変更されることに合わせ、心身障害者福祉手当の支給対象と
なる疾病名を追加変更する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区立小滝橋いきがい館条例を廃止する条例 「新宿区立高田馬場シニア活動館」の本格的な活用開始に合わせ、「新宿区立小滝橋いきがい館」を廃止する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区立新宿リサイクル活動センター条例の一部を改正する条例

新たに「新宿区立西早稲田リサイクル活動センター」を設置し、その管理を指定管理者に行わせる等のため、所要の改正を
行う。
１　題名を「新宿区立リサイクル活動センター条例」に改める。
２　「新宿区立西早稲田リサイクル活動センター」の位置、開館時間等を定める。
　  （位置：西早稲田3-19-5、開館時間：午前10 時～午後5 時）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例 市谷柳町地区地区計画の都市計画決定に伴い、条例の適用区域に「市谷柳町地区地区整備計画」の区域を追加し、区
域内の建築物について制限（用途・敷地面積の最低限度・壁面の位置）を定める。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 議長、副議長、委員長、副委員長及び議員の議員報酬の月額及び期末手当に係る支給月数を改定する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区長及び副区長の給料等及び旅費条例の一部を改正する条例 1　区長及び副区長の給料の月額及び期末手当に係る支給月数を改定する。
2　期末手当の額に係る在職期間の区分に応じた支給割合について定める。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区行政委員会の委員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 行政委員会（教育委員会、選挙管理委員会）の委員の報酬の月額を改定する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
新宿区監査委員の給料等に関する条例の一部を改正する条例 監査委員（常勤、非常勤）の給料等の月額を改定する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
新宿区教育委員会教育長の給料等及び勤務等に関する条例の一部を改正する条例 教育長の給料の月額及び期末手当に係る支給月数を改定する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
新宿区職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 平成２１年特別区人事委員会の勧告を受け、職員の給与を改定する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
新宿区幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 平成２１年特別区人事委員会の勧告を受け、幼稚園教育職員の給与を改定する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

そ
の
他（
14
件
）

訴訟上の和解について 新宿区立戸塚地域センター等の建物（高田馬場2-18-1）に係る建物使用差止請求事件について和解する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

公の施設の指定管理者の指定について 指定管理者を指定する。 新宿区立百人町高齢者在宅サービスセンター（百人町3-30-2）…社会福祉法人新宿区社会
福祉事業団 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

公の施設の指定管理者の指定について 指定管理者を指定する。 新宿区立東戸山高齢者在宅サービスセンター（戸山2-34-2）…社会福祉法人アゼリヤ会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
公の施設の指定管理者の指定について 指定管理者を指定する。 新宿区立新宿福祉作業所（戸山1-22-2）…社会福祉法人日本キリスト教奉仕団 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
公の施設の指定管理者の指定について 指定管理者を指定する。 新宿区立高田馬場福祉作業所（百人町4-4-2）…社会福祉法人東京都知的障害者育成会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

公の施設の指定管理者の指定について 指定管理者を指定する。 新宿区立高田馬場シニア活動館（高田馬場3-39-29）…特定非営利活動法人ワーカーズ
コープ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

公の施設の指定管理者の指定について 指定管理者を指定する。
新宿区立新宿地域交流館（新宿5-3-13）
新宿区立山吹町地域交流館（山吹町342）
新宿区立上落合地域交流館（上落合2-28-8）…生活協同組合・東京高齢協

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

公の施設の指定管理者の指定について 指定管理者を指定する。 新宿区立北新宿地域交流館（北新宿2-3-7）
新宿区立北新宿第一児童館（北新宿2-3-7）…テンプスタッフ・ウィッシュ株式会社 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

公の施設の指定管理者の指定について 指定管理者を指定する。 新宿区立高田馬場第一児童館（高田馬場3-39-29）…株式会社サクセスアカデミー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
公の施設の指定管理者の指定について 指定管理者を指定する。 新宿区立上落合児童館（上落合2-28-8）…テンプスタッフ・ウィッシュ株式会社 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
公の施設の指定管理者の指定について 指定管理者を指定する。 新宿区立かしわヴィレッジ（北新宿3-27-6）…社会福祉法人新宿区社会福祉事業団 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
公の施設の指定管理者の指定について 指定管理者を指定する。 新宿区立四谷図書館（内藤町87）…紀伊國屋書店・ヴィアックス共同事業体 ○ ○ × ○ ○ × ○ 可決
公の施設の指定管理者の指定について 指定管理者を指定する。 新宿区立角筈図書館（西新宿4-33-7）…新宿・としょかん・ひとづくりグループ ○ ○ × ○ ○ × ○ 可決
公の施設の指定管理者の指定について 指定管理者を指定する。 新宿区立大久保図書館（大久保2-12-7）…紀伊國屋書店・ヴィアックス共同事業体 ○ ○ × ○ ○ × ○ 可決

議
員
提
出
議
案

意
見
書（
3
件
）

子どもたちの生命を守るため、ヒブワクチン及び肺炎球菌ワクチンへの公費助成、定期接種
化を求める意見書

１面の意見書の要旨をご覧ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

エコポイント制度並びにエコカー補助金の継続実施を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
精神障害者の所得保障の拡充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区議会ホームページもご覧ください！ 新宿区議会

他
都
市
か
ら
の

視
察
・
訪
問

　

新
宿
区
に
は
、
全
国
の
自
治
体

の
議
会
（
委
員
会
・
会
派
・
議
員
）

が
施
策
調
査
の
た
め
視
察
に
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
７
月
発
行
の
議
会
だ
よ
り

で
、
平
成
21
年
前
半
（
1
月
か
ら

6
月
ま
で
）
の
視
察
・
訪
問
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

今
回
は
21
年
後
半
分
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

新宿中央公園ちびっこ広場

平成21年度　議長交際費支出状況を公表します

政務調査費は、次の使途に用いることはできません
１　政党活動、後援会活動、選挙運動、あるいは個人の利益のために要する経費としての支出。
２　日当（1 日あたりの決まった手当て）としての支出。
３　寄付金、賛助会費等、公職選挙法に抵触するものへの支出。
４　交際費に要する経費への支出。（結婚式の祝い金、香料、見舞金等）

● 議長交際費とは
　議長が議会を代表して各種行事や

接遇関係など対外的な活動をする
ために要する経費です。

● 毎月の執行額については
　平成１６年度分から区議会ホーム

ページで、ご覧になれます。

〔平成21年4月～9月〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  単位（円）

支出項目
支出先

会　費 見舞い 弔　慰 接　遇 合　計
件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

町 会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
地 域 団 体 3 18,000 0 0 0 0 0 0 3 18,000
商 店 会 1 10,000 0 0 0 0 0 0 1 10,000
各 種 関 係 団 体 5 42,000 0 0 0 0 0 0 5 42,000
そ の 他 1 2,000 0 0 1 10,000 0 0 2 12,000
合 計 10 72,000 0 0 1 10,000 0 0 11 82,000

● 政務調査費とは　地方自治法に基づき、新
宿区政務調査費の交付に関する条例を定
めて、議員（会派）が調査研究に使うた
めに必要な経費の一部として、会派に交
付される経費のことです。

● 収入　月額 15 万円に会派の人数を乗じた
金額になります。（年度末又は改選の時点
で交付された政務調査費に残額が生じた
場合は、区に返還します。）

12
月
17
日

11
月
17
日

11
月
12
日

11
月
10
日

11
月
9
日

11
月
6
日

10
月
31
日

10
月
22
日

10
月
15
日

　
　

16
日

9
月
10
日

7
月
13
日

視
察
日

東
京
都

杉
並
区

大
阪
府

枚
方
市

徳
島
県

愛
知
県

西
尾
市

大
阪
府

寝
屋
川
市

北
海
道

釧
路
市

大
阪
府

東
大
阪
市

沖
縄
県

那
覇
市

福
岡
県

春
日
市

徳
島
県

愛
知
県

名
古
屋
市

議
会
名

四
谷
子
ど
も
園

政
治
倫
理
条
例

カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
事
業

ひ
き
こ
も
り
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

協
働
事
業
提
案
制

度
／
基
本
構
想
・

総
合
計
画
の
策
定

カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
事
業

公
園
施
設
整
備
に

つ
い
て
（
新
宿
中

央
公
園
）

景
観
ま
ち
づ
く
り

計
画

障
害
者
の
就
労
支

援 

／ 

地
域
ネ
コ

対
策

伊
那
市
と
の

CO²
排

出
相
殺

先
進
的
学
校
施
設

（
新
宿
中
学
校
）

調  

査  

内  

容

政務調査費支出項目の説明

研修費
研修会及び講演会の実施に必要な経費並びに他
団体が開催する研修会、講演会等への所属議員
及び会派の雇用する職員の参加に要する経費
【会場費、機材借り上げ費、講師謝金、出席者負
担金・会費、交通費、宿泊費等】

調査研究費
区の事務及び地方行財政に関する調査研究及
び調査委託に要する経費
【調査委託費、調査報告書等作成費、交通費、宿泊費等】

資料費
調査研究に必要な資料の作成及び図書、資料
等の購入に要する経費
【印刷・製本費、原稿料、書籍購入費、新聞雑誌購読料等】

会議費
調査研究のための各種会議に要する経費
【会場費、会場設営費、講師謝金、資料印刷費等】

広報費
議会活動及び区政に関する政策等の広報活動
に要する経費
【広報費・報告書等印刷費、送料、交通費等】

事務費
調査研修に係る事務遂行に必要な経費
【事務用品・備品購入費、リース料、通信費、事務所費等】

人件費
調査研究を補助する職員を雇用する経費
【給料、手当、社会保険料、賃金等】

（
平
成
21
年
7
月
〜
12
月
）
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副
反
応
、
医
療
機
関
な
ど
積
極
的
に

情
報
収
集
し
提
供
し
て
い
く
。
イ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
助
成
は
、
国
の
動
向

や
最
新
情
報
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

質
問　

①
借
上
型
区
民
住
宅
は
入
居

者
の
負
担
緩
和
の
た
め
、
契
約
期
間

満
了
後
も
一
定
期
間
、
借
上
げ
を
継

続
す
る
な
ど
の
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
区
長
の
所
見
は
。
②
低
所
得
者

向
け
の
借
上
型
区
営
住
宅
は
、
住
宅

困
窮
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
契
約
期
間
満
了
後
も
引
き
続
き
借

質
問　

①
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
に
つ
い
て
。
ア
子
ど
も
に
対
す
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
無
料
化
に
伴
い
、
医
療
機

関
と
の
連
携
な
ど
、
接
種
事
務
作
業

の
円
滑
な
実
施
に
つ
い
て
区
長
の
所

見
は
。
イ
速
や
か
な
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
は
、
保
健
所
や
学
校
を
活
用
す

べ
き
と
考
え
る
が
。
②
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
。
ア
子
宮

頸
が
ん
予
防
の
た
め
の
ヒ
ト
パ
ピ
ロ

ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、

効
果
な
ど
様
々
な
情
報
を
提
供
す
べ

き
で
は
。
イ
特
に
、
11
歳
か
ら
14
歳

の
児
童
に
対
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

助
成
制
度
が
必
要
と
思
う
が
。

答
弁　

①
ア
１
歳
か
ら
小
学
6
年
生

ま
で
の
子
ど
も
に
対
す
る
接
種
費
用

は
無
料
化
し
、
医
師
会
等
の
協
力
を

得
て
円
滑
な
実
施
に
努
め
る
。
イ
12

月
中
に
2
回
、
保
健
所
等
を
活
用
し

小
学
1
年
か
ら
3
年
生
を
対
象
に
集

団
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
う
予
定
。

②
ア
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
効
果
や

報
窓
口
に
。
②
「
患
者
の
声
相
談
窓

口
」
や
食
品
等
安
全
連
絡
会
を
設
置
。

質
問　

①
指
定
管
理
者
の
評
価
は
区

民
の
満
足
度
を
第
一
の
基
準
に
。
②

制
度
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
評
価
は
。

答
弁　

①
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
評

価
。
②
効
果
的
・
効
率
的
に
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
制
度
。

質
問　

①
消
費
者
庁
へ
の
通
報
義
務

に
事
故
情
報
の
一
元
化
を
。
②
健
康

等
の
分
野
は
迅
速
な
体
制
強
化
を
。

答
弁　

①
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
通

学
習
に
取
り
組
む
等
成
果
を
上
げ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
③
教
員
の
事

務
負
担
軽
減
の
た
め
学
校
情
報
化
に

よ
る
校
務
効
率
化
と
と
も
に
、
事
務

内
容
の
精
査
等
検
討
し
、
時
間
の
確

保
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
予
定
。
退
職
校
長
で
あ
る
授
業

改
善
推
進
員
が
若
手
教
員
の
実
践
的

指
導
を
行
う
取
組
み
も
継
続
し
て
い

く
。
こ
の
他
に
「
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
に
つ
い
て
」
「
ゴ
ミ
の
収
集

に
つ
い
て
」
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

新
宿
区
議
会
無
所
属
ク
ラ
ブ

の
づ
た
け
し

補
正
す
る
等
的
確
に
対
応
し
て
い
く
。

質
問　

①
現
在
、
介
護
施
設
に
入
所

を
希
望
し
、
待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
方
は
い
る
か
。
②
そ
の
人
数

は
。
③
区
が
関
係
す
る
施
設
の
介
護

職
員
の
確
保
状
況
は
。
④
今
後
の
介

護
職
員
の
人
員
確
保
と
そ
の
対
策
は
。

答
弁　

①
い
る
。
②
1200
名
。
③
従
前

ほ
ど
困
難
で
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、

訪
問
介
護
は
夜
間
や
利
用
希
望
の
多

い
食
事
時
間
帯
の
人
材
確
保
が
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
。
④
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
就
労
す
る
意
思

が
あ
る
区
民
を
対
象
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
2
級
資
格
取
得
費
用
の
助
成
事

業
実
施
。
区
内
事
業
所
で
働
く
介
護

従
事
者
の
定
着
を
図
る
た
め
研
修
費

用
助
成
や
介
護
技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
研
修
を
実
施
。
今
後
も
効

果
的
な
対
策
を
検
討
し
、
良
質
な
介

護
人
材
の
確
保
・
定
着
を
図
る
。

質
問　

①
学
校
の
経
営
力
強
化
に
つ

て
の
環
境
づ
く
り
は
十
分
と
考
え
て

い
る
の
か
。
②
成
果
は
上
が
っ
て
い

る
か
、
そ
の
現
状
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。
③
教
員
の
授
業
力
の
向
上

は
研
修
や
情
報
化
の
充
実
だ
け
で
十

分
な
の
か
。
授
業
力
向
上
に
自
ら
取

組
め
る
環
境
も
重
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

①
校
長
の
裁
量
で
使
用
で
き

る
一
定
額
の
予
算
を
確
保
。
人
的
支

援
と
し
て
学
校
に
1
名
以
上
、
校
長

の
裁
量
で
活
用
を
工
夫
で
き
る
区
費

講
師
を
配
置
。
②
算
数
や
英
語
の
少

人
数
指
導
に
よ
る
確
か
な
学
力
の
育

成
や
ビ
オ
ト
ー
プ
を
活
用
し
た
環
境

質
問　

①
現
時
点
で
、
平
成
22
年
度

の
財
源
状
況
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い

る
の
か
。
区
税
の
収
入
見
込
み
は
。

②
基
金
の
取
り
崩
し
等
は
。
③
新
政

権
に
よ
る
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
地
方
自
治
体
の
財
源
に
直
接
影
響

す
る
と
思
わ
れ
る
事
業
が
色
々
あ
る

が
、
す
で
に
影
響
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
事
業
は
。
④
今
後
影
響
が
予
想

さ
れ
る
事
業
は
。
⑤
現
在
進
め
て
い

る
予
算
編
成
へ
の
影
響
は
。

答
弁　

①
区
民
税
の
大
幅
な
減
収
を

予
想
。
21
年
度
に
比
べ
て
区
民
所
得

が
減
少
し
、
区
民
税
で
10
億
円
以
上

の
減
収
、
た
ば
こ
税
の
減
少
傾
向
を

踏
ま
え
る
と
区
税
で
15
億
円
以
上
の

収
入
減
を
見
込
み
。
②
取
り
崩
し
は

21
年
度
当
初
予
算
編
成
時
、
社
会
資

本
等
整
備
基
金
な
ど
の
特
定
目
的
基

金
で
約
94
億
円
、
財
政
調
整
基
金
で

約
60
億
円
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
現

下
の
区
民
生
活
を
支
え
る
こ
と
を
第

一
に
、
さ
ら
に
基
金
の
取
り
崩
し
額

を
増
や
す
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ

て
き
た
財
政
対
応
力
を
有
効
に
活
用

し
対
応
。
③
子
ど
も
手
当
が
創
設
さ

れ
る
と
新
宿
区
児
童
手
当
の
見
直
し

が
必
要
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や

障
害
者
自
立
支
援
法
の
廃
止
等
に
つ

い
て
も
、
利
用
者
負
担
の
軽
減
等
、

福
祉
施
策
の
見
直
し
が
必
至
。
④
現

時
点
で
は
見
直
し
の
時
期
や
内
容
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
現
行

制
度
前
提
に
作
業
を
進
め
る
。
⑤
今

後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
、
制
度
変

更
等
が
明
ら
か
に
な
り
次
第
予
算
を

平
成
22
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

ひ
や
ま
真
一

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と

　
　
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

新
宿
区
議
会
公
明
党

鈴
木
ゆ
き
え

政
評
価
制
度
の
仕
組
み
を
高
め
対
応

す
る
。

質
問　

納
税
者
が
直
接
・
間
接
に
税

金
の
使
途
に
関
与
す
る
こ
と
こ
そ

「
究
極
の
住
民
参
加
」
だ
。
区
民
の

目
線
を
大
切
に
し
た
予
算
を
創
る
観

点
か
ら
、
「
事
業
仕
分
け
」
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
。
①
「
事
業
仕
分

け
」
に
つ
い
て
の
感
想
や
評
価
は
。

②
「
事
業
仕
分
け
」
の
手
法
を
、
区

と
し
て
執
り
入
れ
る
べ
き
だ
。

答
弁　

①
行
政
の
透
明
性
、
効
果

的
・
効
率
的
な
面
で
は
、
一
定
の
意

義
が
あ
る
。
②
考
え
て
い
な
い
。
行

「
事
業
仕
分
け
」
を
新
宿
区
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
す
べ
き
だ

社
会
新
宿
区
議
会
議
員
団

山
田
敏
行

消費者事故情報など迅速に国に通報されます。事業仕分けは究極の住民参加 !

介
護
事
業
に
つ
い
て

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

一人一人としっかり向かい合う時間の確保を

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

新型インフル！ ワクチン接種で安心だね！

消
費
者
行
政
に
つ
い
て

質
問

借
上
型
区
立
住
宅
の
契
約
期
間

満
了
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
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待
遇
改
善
、
指
定
管
理
者
へ
の
労
働

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
取
組
を

進
め
て
き
た
が
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん

で
公
契
約
条
例
を
制
定
す
べ
き
。
③

公
契
約
条
例
の
制
定
で
は
、
弁
護
士

や
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の
専
門
家
、

下
請
け
や
派
遣
労
働
者
の
実
態
を
把

握
し
て
い
る
労
働
組
合
等
の
関
係
者

質
問　

①
野
田
市
の
公
契
約
条
例
制

定
や
野
田
市
長
か
ら
の
呼
び
か
け
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。
②
新
宿

区
で
も
、
パ
ー
ト
職
員
の
時
給
引
き

上
げ
や
学
童
ク
ラ
ブ
業
務
委
託
先
の

付
き
す
ま
い
」
は
高
齢
期
の
新
た
な

す
ま
い
の
選
択
肢
。
住
宅
ま
ち
づ
く

り
審
議
会
の
意
見
を
伺
い
検
討
す
る
。

質
問　

①
学
校
の
多
忙
な
実
態
に
つ

い
て
。
ア
学
校
教
師
の
多
忙
感
に
つ

い
て
の
要
因
は
。
イ
学
校
の
ICT
導
入

に
よ
り
ど
う
校
務
が
軽
減
さ
れ
る
の

か
。
②
副
校
長
の
負
担
軽
減
の
た
め

の
対
策
は
な
い
の
か
。
③
教
育
委
員

会
と
し
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を
期

待
す
る
が
。

答
弁　

①
ア
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、

新
た
な
教
育
課
題
や
様
々
な
事
務
処

理
等
の
増
加
が
要
因
。
イ
児
童
生
徒

の
デ
ー
タ
入
力
に
よ
る
様
々
な
活
用
、

教
材
研
究
や
授
業
準
備
時
間
の
軽
減

が
期
待
で
き
る
。
②
今
年
度
、
試
行

的
に
小
学
校
2
校
に
非
常
勤
職
員
を

配
置
し
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。
③
学

校
現
場
が
教
育
活
動
に
専
念
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
く
。

　

こ
の
他
に
「
今
後
の
税
収
動
向
と

財
政
運
営
」
「
商
店
街
の
活
性
化
」

「
保
育
園
の
待
機
児
童
対
策
」
「
在

宅
療
養
体
制
の
整
備
促
進
」
「
地
球

温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み
」
「
が

ん
教
育
の
推
進
」
「
連
携
教
育
の
推

進
」
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

り
上
げ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁　

①
契
約
期
間
満
了
後
、
居
住

継
続
が
困
難
な
場
合
も
考
え
ら
れ
る

た
め
、
住
宅
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
の

意
見
を
伺
い
対
応
を
検
討
す
る
。②
区

営
住
宅
は
低
所
得
者
層
の
住
宅
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
引
き
続
き

借
り
上
げ
る
な
ど
対
応
を
検
討
す
る
。

質
問　

①
現
状
の
民
間
賃
貸
住
宅
に

住
む
高
齢
者
の
住
環
境
に
つ
い
て
、

区
長
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。②

高
齢
者
が
住
ま
い
を
確
保
す
る
た
め

民
間
活
力
を
活
か
し
た
経
済
的
支
援

な
ど
、
新
た
な
施
策
の
検
討
が
必
要

と
考
え
る
が
。③
低
所
得
者
の
高
齢

者
向
け
の
支
援
付
き
住
宅
に
つ
い
て
。

ア
墨
田
区
の「
ふ
る
さ
と
晃
荘
」を
視

察
し
た
感
想
は
。イ
区
は「
新
宿
モ
デ

ル
」と
い
わ
れ
る
支
援
付
き
住
宅
の

構
築
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁　

①
高
齢
者
に
と
っ
て
必
ず
し

も
住
み
や
す
い
環
境
で
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
②
「
高
齢
者
円
滑
入

居
賃
貸
住
宅
」
や
「
高
齢
者
専
用
賃

貸
住
宅
」
な
ど
の
普
及
促
進
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
。
③
ア
「
こ
れ
か

ら
の
支
援
の
あ
り
方
」
と
し
て
一
つ

の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
経
営
面
か

ら
も
注
目
に
値
す
る
も
の
イ
「
ケ
ア

学
校
の
多
忙
感
、
そ
の
改
善
策
に
つ
い
て

供
を
強
く
要
望
す
る
。
②
ア
適
正
に

実
施
さ
れ
て
い
る
。
現
行
制
度
を
今

後
も
続
け
て
、
住
み
替
え
促
進
協
力

店
の
拡
大
に
も
取
り
組
む
。
イ
都
に

働
き
か
け
る
考
え
は
な
い
。
区
営
住

宅
を
増
設
す
る
考
え
は
な
い
。
ウ
低

所
得
者
層
も
対
象
に
含
ん
だ
多
様
な

経
済
的
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

家
賃
助
成
は
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

質
問　

①
飯
田
橋
交
差
点
の
歩
道
橋

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
こ
と
を
検
討

す
る
よ
う
都
に
強
く
要
求
す
べ
き
。

②
都
と
新
宿
区
、
千
代
田
区
、
文
京

区
の
三
区
が
課
題
解
決
の
た
め
の
公

的
な
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

①
代
替
の
横
断
施
設
が
困
難

と
認
識
。
千
代
田
区
、
文
京
区
と
連

携
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
実
現
を

都
に
働
き
か
け
る
。
②
都
や
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
協
力
が
必
要
。
地
元
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
都
と
三
区
で
情
報

交
換
し
、
今
後
の
対
応
を
検
討
。

　

こ
の
他
「
区
内
中
小
零
細
企
業
に

対
す
る
支
援
策
」
「
多
文
化
共
生
と

外
国
か
ら
来
た
子
ど
も
達
へ
の
支
援

「
区
立
幼
稚
園
の
存
続
と
充
実
」
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

を
交
え
た
検
討
組
織
の
設
置
す
べ
き
。

答
弁　

①
適
正
な
履
行
の
確
保
、
受

託
企
業
の
労
働
条
件
が
適
正
で
あ
る

こ
と
が
重
要
と
認
識
。
国
に
公
契
約

に
関
す
る
法
整
備
の
重
要
性
を
認
識

さ
せ
る
点
で
意
義
。
②
今
す
ぐ
公
契

約
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
。

労
働
条
件
の
確
保
は
、
自
治
体
と
し

て
で
き
る
こ
と
を
指
針
で
示
す
。
③

条
例
を
制
定
す
る
考
え
が
な
い
の
で

検
討
組
織
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

質
問　

仕
事
や
住
居
を
喪
失
し
た
方

へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
①
ア
10
月
か

ら
開
始
し
た
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措

置
事
業
の
収
入
条
件
を
改
善
す
べ
き
。

申
請
の
妨
げ
は
何
か
検
証
し
、
改
善

の
方
向
を
政
府
に
提
起
し
て
い
く
べ

き
。
イ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
「
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
の
実
施
、
年

末
年
始
の
宿
泊
先
の
確
保
な
ど
の
対

策
を
国
等
へ
要
望
す
べ
き
。
②
住
ま

い
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

区
で
は
「
高
齢
者
等
入
居
支
援
事

業
」
を
行
っ
て
い
る
が
更
新
料
に
加

え
て
家
賃
の
30
％
の
保
証
金
が
必
要

で
低
所
得
者
に
は
重
い
負
担
で
あ
る
。

ア
社
会
福
祉
協
議
会
や
区
が
、
NPO
と

提
携
す
る
な
ど
公
的
な
保
証
の
仕
組

み
を
検
討
す
べ
き
。
イ
都
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
基
金
4000
億
を
活
用
し
て
都
営

住
宅
の
建
設
を
都
に
求
め
る
と
と
も

に
、
区
営
住
宅
を
増
設
す
る
方
向
に

転
じ
る
べ
き
。
ウ
民
間
の
賃
貸
住
宅

を
低
所
得
者
が
区
内
で
借
り
る
に
は
、

住
宅
費
の
負
担
の
軽
減
が
必
要
。
低

所
得
者
に
対
す
る
家
賃
助
成
を
実
施

す
べ
き
。

答
弁　

①
ア
現
場
で
把
握
し
た
制
度

上
の
問
題
点
を
、
区
か
ら
厚
生
労
働

省
に
直
接
申
し
入
れ
を
行
う
な
ど
適

宜
対
応
。
イ
大
規
模
宿
泊
施
設
の
提

公
契
約
条
例
の
制
定
を

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

川
村
の
り
あ
き

飯
田
橋
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

調
整
事
務
や
申
告
等
が
生
じ
、
税
情

報
の
連
携
が
必
要
と
国
と
地
方
で
検

討
し
て
い
る
。
今
後
も
要
望
す
る
。

質
問　

一
度
決
め
た
ら
そ
の
後
不
都

合
な
事
態
が
発
生
し
て
も
計
画
の
見

直
し
を
し
な
い
の
が
役
所
の
常
識
で

「
行
政
無
謬
の
神
話
」
と
い
わ
れ
る
。

①
行
政
が
誤
っ
た
決
定
を
し
た
と
き

そ
れ
を
認
め
る
勇
気
が
あ
る
か
。
②

タ
ヌ
キ
の
森
に
つ
い
て
審
査
し
た
建

築
審
査
会
と
は
何
か
。
メ
ン
バ
ー
は

誰
が
決
め
る
の
か
。
区
の
方
針
を
追

認
す
る
人
ば
か
り
選
ん
で
い
る
の
か
。

③
他
の
審
議
会
の
委
員
は
公
募
委
員

以
外
の
人
選
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
区
民
代
表
と
し
て
“
友
好
的
区

民
”
を
選
ん
で
い
る
の
で
は
。

答
弁　

①
真
摯
に
受
け
止
め
、
そ
れ

を
認
め
た
上
で
説
明
責
任
を
果
た
し

て
い
く
。
今
後
と
も
絶
え
ず
事
業
を

検
証
す
る
。
②
建
築
審
査
会
は
行
政

処
分
に
対
す
る
審
査
請
求
の
採
決
な

ど
を
行
う
第
三
者
的
行
政
機
関
で
あ

る
。
法
律
や
建
築
等
の
各
分
野
か
ら

委
員
5
名
を
選
任
し
、
専
門
調
査
員

1
名
を
置
く
。
公
平
公
正
で
中
立
な

立
場
か
ら
審
理
を
行
う
。
②
審
議
会

委
員
は
学
識
経
験
者
や
関
係
団
体
の

代
表
者
、
公
募
の
区
民
な
ど
最
も
ふ

さ
わ
し
い
方
を
選
任
す
る
。

こ
の
他
「
教
育
課
程
特
例
校
申
請

（
英
語
教
育
の
充
実
）
」
「
契
約
」

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

質
問　

①
市
川
市
の
「
住
民
税
１
％

支
援
制
度
」
誕
生
を
知
り
以
前
に
も

質
問
し
た
が
、
新
宿
区
で
も
住
民
税

の
1
％
を
納
税
者
の
意
向
に
添
っ
た

使
い
方
が
出
来
る
仕
組
み
を
検
討
し

て
欲
し
い
。
事
業
を
指
定
し
て
支
援

で
き
れ
ば
納
税
意
欲
も
高
ま
る
。
②

退
職
者
が
前
年
の
収
入
を
基
に
住
民

税
を
課
税
さ
れ
る
と
、
収
入
激
減
の

身
に
は
辛
い
。
リ
ス
ト
ラ
な
ど
早
期

退
職
者
の
苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
新
宿
区
は
住
民
税
を
所

得
税
の
よ
う
に
収
入
の
あ
っ
た
時
点

で
引
く
こ
と
を
考
え
て
頂
け
な
い
か
。

答
弁　

①
税
の
使
途
は
予
算
編
成
を

通
じ
議
会
で
審
議
決
定
さ
れ
る
仕
組

み
で
、
民
主
主
義
の
基
本
と
認
識
し

て
い
る
。
納
税
者
の
方
の
み
が
、
一

部
と
は
い
え
税
の
使
途
を
決
め
ら
れ

る
の
は
公
平
性
の
観
点
か
ら
慎
重
な

検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
②
生
活
へ
の

影
響
は
認
識
し
て
い
る
。
滞
納
縮
小

の
た
め
に
も
現
年
課
税
を
国
に
要
望

し
て
き
た
。
こ
れ
に
は
新
た
な
年
末

納
税
者
が
望
む
税
金
の
使
い
道

民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

小
野
き
み
子

高
齢
者
の
住
宅
問
題
に
つ
い
て

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
の
充
実
を

行
政
無
謬
神
話
か
ら
の
脱
却
を

セーフティネットを充実してほしい

繋がる税情報システムで便利に

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁
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答
弁　

①
幼
稚
園
も
、
地
域
の
財

産
・
宝
で
あ
る
。
②
子
ど
も
園
を
展

開
す
る
中
で
充
実
を
図
っ
て
行
く
べ

き
と
考
え
る
。
③
今
後
検
討
す
る
。

質
問　

①
幼
稚
園
も
学
校
と
同
じ
く
、

地
域
の
財
産
・
宝
と
考
え
る
が
如
何

か
。
②
文
京
区
等
で
実
施
し
て
い
る

が
、
新
宿
の
区
立
幼
稚
園
も
預
か
り

保
育
を
実
施
す
べ
き
で
は
。
③
小
学

校
併
設
を
活
か
し
、
幼
稚
園
児
が
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
で
給
食
を
食
べ
ら
れ
れ

ば
、
良
い
経
験
に
な
る
の
で
は
。

　

11
月
25
日
に
、
新
宿
歴
史
博
物
館
副

館
長
の
鈴
木
靖
氏
を
招
い
て
、「
江
戸
末

期
・
明
治
・
大
正
の
新
宿
の
庶
民
の
生

活
と
文
化
」
に
つ
い
て
、
議
員
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
氏
は
、
新
宿
区
教
育
委
員
会
や

新
宿
歴
史
博
物
館
で
学
芸
員
と
し
て
、

学
術
研
究
や
、
多
く
の
展
示
会
の
企
画
、

担
当
も
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝

統
文
化
と
生
活
と
し
て
、「
新
宿
の
錦
絵
」

と「
近
代
新
宿
の
左
官
た
ち
」の
２
つ
の

事
例
を
取
り
上
げ
て
、
わ
か
り
や
す
く

丁
寧
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
新
宿
の
錦
絵
」
は
、地
域
の
人
々
が
、

地
域
の
名
所
づ
く
り
の
た
め
の
情
報
媒

体
と
し
て
活
用
し
た
生
活
と
密
着
し
た

伝
統
文
化
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、「
近

代
新
宿
の
左
官
た
ち
」
で
は
、
新
宿
に

在
住
し
て
い
た
左
官
の
人
々
が
鏝
絵
や

伝
統
技
法
を
応
用
し
て
近
代
建
築
彫
刻

を
て
が
け
て
い
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
伝
統
技
術
・
文
化
が
庶

民
の
生
活
や
生
業
に
密
接
に
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
、
近
代
化
に
よ
る
技
術
革
新

の
動
き
な
ど
の
外
的
要
因
に
よ
り
、
終

焉
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま

し
た
。
最
後
に
未
来
へ
の
視
点
と
し
て
、

生
活
や
生
業
に
基
づ
く
、
技
術
・
文
化

の
重
要
性
、
技
術
革
新
と
時
代
へ
の
適

応
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
話
で
、
講
演

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
議
員
は
、
こ
の
研
修
で
学

ん
だ
こ
と
を
、
現
在
、
策
定
に
向
け
て

検
討
作
業
を
進
め
て
い
る
（
仮
称
）
新

宿
区
自
治
基
本
条
例

の
中
に
も
役
立
て
て

い
く
と
と
も
に
、
新

宿
の
歴
史
や
文
化
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
関
心
を
持

ち
、
未
来
に
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
再
認
識
す
る

よ
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

と
の
接
触
減
ら
す
取
り
組
み
を
家
庭

へ
②
子
供
の
外
遊
び
の
場
の
確
保
を
。

答
弁　

①
ア
十
分
配
慮
し
て
情
報
化

を
進
め
る
。
イ
危
険
性
を
指
導
・
啓

発
す
る
。
ウ
生
活
リ
ズ
ム
や
学
習
意

欲
と
の
相
関
関
係
か
ら
生
活
習
慣
づ

く
り
を
働
き
か
け
る
。
②
公
有
地
や

民
有
地
を
機
会
が
あ
れ
ば
利
用
す
る
。

質
問　

①
ア
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

更
新
で
は
マ
イ
ナ
ス
面
も
考
慮
し
対

応
を
。
イ
携
帯
電
話
使
用
方
針
の
指

導
・
啓
発
の
徹
底
を
。
ウ
メ
デ
ィ
ア

園児に小学校をより身近に

な
す
雅
之

答
弁

質
問

え
の
き
秀
隆

新
無
ク

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て

質
問　

①
８
月
に
南
側
部
分
が
完
成
。

10
％
の
急
な
勾
配
の
危
険
な
歩
道
が

出
現
。
車
い
す
も
安
心
で
き
る
歩
道

か
わ
の
達
男

社

会

に
す
べ
き
。
そ
れ
ま
で
の
応
急
対
策

も
。
②
近
隣
へ
の
影
響
は
深
刻
。
都

に
工
期
短
縮
を
求
め
て
。
③
歩
道
橋

と
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
の
見
通
し
は
。

答
弁　

①
勾
配
の
緩
和
や
歩
行
者
へ

の
支
障
は
、
改
善
策
を
検
討
中
。
②

早
期
完
成
を
都
に
働
き
か
け
る
。
③

設
置
方
法
等
を
関
係
者
と
協
議
中
。

補
助
74
号
線
、
諏
訪
通
り
の
拡
幅

工
事
、
部
分
開
通
し
た
が
問
題
が

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問　

①
文
化
創
造
産
業
の
具
体
像

は
。
②
実
態
調
査
結
果
の
感
想
は
。

③
外
部
評
価
報
告
の
結
果
は
。
④
文

化
創
造
産
業
育
成
委
員
会
の
あ
り
方

く
ま
が
い
澄
子

公

明

は
。
⑤
産
業
会
館
の
新
た
な
可
能
性

は
。
⑥
イ
ン
キ
ュ
べ
ー
シ
ョ
ン
施
設
は
。

答
弁　

①
最
終
報
告
書
提
出
に
向
け

検
討
中
。
②
今
後
の
事
業
展
開
で
活

用
。
③
指
摘
を
踏
ま
え
整
理
を
検
討
。

④
22
年
度
も
引
き
続
き
開
催
。
⑤
管

理
形
態
に
つ
い
て
も
検
討
。
⑥
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
確
保
。

文
化
創
造
産
業
に
つ
い
て

答
弁

質
問

質
問　

定
住
外
国
人
の
無
年
金
高
齢

者
・
障
害
者
へ
の
福
祉
特
別
手
当
に

つ
い
て
①
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
取
組
み

を
し
て
き
た
の
か
。
国
の
動
向
を
見

田
中
の
り
ひ
で

共

産

守
る
の
で
は
な
く
、
自
治
体
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
。
②
こ
の
制
度
は
23

区
の
半
数
を
超
え
る
区
で
実
施
し
て

い
る
。
区
で
も
直
ち
に
実
施
す
べ
き
。

答
弁　

①
引
き
続
き
実
態
の
把
握
と

早
急
の
救
済
措
置
を
国
へ
要
望
。②
状

況
を
勘
案
す
れ
ば
、区
で
も
こ
れ
以
上

先
送
り
し
が
た
い
段
階
と
考
え
る
。

定
住
外
国
人
高
齢
者
等
へ
特
別
手
当
を

答
弁

質
問

質
問　

①
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら

の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
組

は
。
②
東
京
都
特
定
不
妊
治
療
費
助

下
村
治
生

自

民

成
の
広
報
を
。
③
新
宿
区
独
自
の
不

妊
治
療
費
助
成
を
検
討
し
て
は
。

答
弁　

①
企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
に
よ

る
啓
発
や
情
報
誌
等
に
よ
る
周
知
等

を
行
う
。
②
区
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
う
。

③
専
門
部
会
で
意
見
を
聞
き
、
治
療

費
助
成
の
必
要
性
を
検
討
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
不

妊
治
療
に
つ
い
て

答
弁

質
問

質
問　

①
外
濠
一
帯
の
桜
は
35
年
前

東
京
飯
田
橋
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

方
が
植
樹
し
寄
附
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。
以
来
清
掃
活
動
も
行
な
わ
れ

根
本
二
郎

新
無
ク

て
い
る
。
植
樹
の
経
緯
を
調
査
し
、

顕
彰
す
る
碑
を
建
て
る
べ
き
で
は
。

答
弁　

①
美
し
い
自
然
と
歴
史
を
後

世
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
な

こ
と
と
考
え
る
。
桜
の
植
樹
活
動
を

顕
彰
す
る
碑
に
つ
い
て
は
、
外
濠
が

国
の
史
跡
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
配
慮

し
設
置
へ
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

外
濠
の
桜
の
顕
彰
碑
の
建
立
に
つ
い
て

答
弁

質
問

質
問　

①
染
色
業
が
地
場
産
業
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
は
区
民
に
さ
え
知
ら

れ
て
い
な
い
。
現
状
と
今
後
に
つ
い

て
。
②
新
年
賀
詞
交
歓
会
や
成
人
式

志
田
雄
一
郎

民

主

等
様
々
な
機
会
に
紹
介
し
て
は
。
③

区
と
し
て
後
継
者
の
育
成
支
援
を
。

答
弁　

①
経
営
や
後
継
者
な
ど
課
題

が
あ
る
が
、
新
た
な
取
組
み
も
あ
る
。

②
「
東
京
染
も
の
が
た
り
博
物
館
」

等
で
作
品
紹
介
等
し
て
い
る
。
今
後

成
人
式
で
の
紹
介
等
も
。
③
他
の
自

治
体
の
取
組
み
等
を
研
究
す
る
。

答
弁

質
問

質
問　

①
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
・
安

否
確
認
等
の
機
器
設
置
支
援
の
あ
り

方
は
。
②
消
防
署
と
締
結
し
た
災
害

時
に
必
要
な
情
報
の
活
用
を
。
③
福

野
も
と
あ
き
と
し

公

明

祉
施
設
等
の
配
置
や
高
齢
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
の
人
員
増
の
基
準
は
。

答
弁　

①
サ
ー
ビ
ス
の
比
較
・
分
析

を
行
い
よ
り
良
い
も
の
を
導
入
。
②

各
特
別
出
張
所
へ
備
え
る
。
③
要
支

援
や
要
介
護
高
齢
者
の
状
況
や
高
齢

化
率
等
の
情
報
を
も
と
に
施
設
の
配

置
や
セ
ン
タ
ー
の
人
員
増
を
行
う
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
に
つ
い
て

答
弁

質
問

質
問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
23
区

中
15
区
で
運
行
し
て
い
る
。
①
交
通

不
便
地
域
は
な
い
と
い
う
姿
勢
で
は

な
く
、
移
動
困
難
者
の
存
在
を
前
提

近
藤
な
つ
子

共

産

に
支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
。
②
運
行

補
助
を
出
さ
な
い
姿
勢
を
改
め
る
べ

き
。
③
関
東
百
人
町
線
は
、
運
行
補

助
な
ど
本
腰
を
入
れ
て
支
援
す
べ
き
。

答
弁　

①
高
齢
者
や
障
害
者
等
が
外

出
し
や
す
い
施
策
は
必
要
。
②
運
行

補
助
は
適
切
で
は
な
い
。
③
交
通
会

議
な
ど
で
利
用
促
進
策
等
を
協
議
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
施
を

答
弁

質
問

質
問　

①
事
業
者
と
協
力
し
て
子
と

離
れ
て
暮
ら
す
人
の
見
守
り
体
制
を

構
築
す
べ
き
。
②
遠
距
離
介
護
す
る

人
が
区
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

す
え
き
亮

民

主

貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
親
が
使
え
る
よ

う
NPO
法
人
と
提
携
を
し
て
い
く
べ
き
。

答
弁　

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業

者
や
民
生
委
員
等
住
民
の
協
力
で

様
々
な
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
。
②

区
内
で
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
で

き
な
い
の
で
難
し
い
が
、
NPO
法
人
の

例
な
ど
調
査
・
研
究
す
る
。

高
齢
者
の
見
守
り
と
遠
距
離
介
護
に
つ
い
て

答
弁

質
問

会派略称：
公　明＝新宿区議会公明党　　　　　　共　産＝日本共産党新宿区議会議員団　新無ク＝新宿区議会無所属クラブ　花マル＝新宿区議会花マルクラブ
自　民＝自由民主党新宿区議会議員団　民　主＝民主党新宿区議会議員団　　　社　会＝社会新宿区議会議員団

お
ぐ
ら
利
彦

自

民

質
問　

①
外
部
評
価
者
に
対
し
情
報

提
供
や
学
校
公
開
の
あ
り
方
を
「
提

供
す
る
」「
公
開
す
る
」だ
け
で
な
く

そ
の
あ
り
方
を
改
善
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
な
い
か
。
②
学
校
評
価
に

対
す
る
説
明
責
任
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁　

①
情
報
提
供
、
学
校
公
開
の

方
法
や
評
価
者
の
意
識
の
改
善
が
図

ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。
②

保
護
者
・
地
域
・
学
校
と
の
連
携
協

力
が
一
層
図
ら
れ
る
よ
う
指
導
資
料

作
成
等
適
切
に
働
き
か
け
て
い
く
。

学
校
評
価
に
つ
い
て

答
弁

質
問

テ
ー
マ
「
江
戸
末
期
・
明
治
・
大
正
の

新
宿
の
庶
民
の
生
活
と
文
化
に
つ
い
て
」

議
員
研
修
会
を
開
催

染
色
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

幼
稚
園
で
も
、
預
か
り
保
育
・
給
食
の
実
施
を

新
宿
区
議
会
花
マ
ル
ク
ラ
ブ
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委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

総
務
区
民
委
員
会

訴
訟
上
の
和
解
な
ど
議
案
8
件
と
陳
情
11

件
に
つ
い
て
質
疑

昨
年
11
月
実
施
し
た
各
地
で
の
視
察
も
お
伝
え
し
ま
す

査
未
了
と
な
り
ま
し
た
。「
改

正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施

行
等
を
求
め
る
意
見
書
を
政

府
等
に
提
出
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、

「
採
択
す
べ
き
」「
段
階
を
踏

ん
で
実
施
す
べ
き
」
等
の
意

見
が
出
さ
れ
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

●
11
月
4
日
か
ら
6
日
の
日

程
で
福
岡
県
福
岡
市
、
大
分

県
別
府
市
に
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
福
岡
市
で
は
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
を
駆

使
し
た
都
市
部
で
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
別
府
市
で

は
地
域
資
源
を
活
用
し
た
街

お
こ
し
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け

新
宿
と
比
較
し
な
が
ら
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

●
今
定
例
会
は
、
補
正
予
算

1
件
を
含
む
議
案
8
件
と
陳

情
11
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

議
案
に
つ
い
て
は
、
全
て
全

員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

118
号
議
案
訴
訟
上
の
和
解
に

つ
い
て
は
、
採
決
の
前
に
、

戸
塚
地
域
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
の
葬
儀
利
用
に
関
し

て
質
疑
で
出
さ
れ
た
意
見
を

充
分
踏
ま
え
、
区
民
の
皆
さ

ん
に
大
い
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
施
設
と
な
る
よ
う
柔

軟
な
管
理
運
営
に
努
め
る
よ

う
委
員
長
か
ら
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

●
新
規
の
、「
区
政
の
監
査
に

関
す
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、

「
趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
議
会

と
し
て
現
在
も
取
組
ん
で
い

る
」
等
の
意
見
が
あ
り
、
審

古紙配合率70%再生紙を使用しています 

あ
と
が
き

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
区
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健

康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
区
議
会
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
し
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員

深
沢
と
し
さ
だ

小
松　

政　

子

有
馬
と
し
ろ
う

佐
原　

た
け
し

沢
田　

あ
ゆ
み

小
野　

き
み
子

根
本　

二　

郎 

皆
様
か
ら
託
さ
れ
た

陳
情

請
願
・

の
審
査
結
果

採
択
と
し
た
も
の
　
1
件

福
祉
健
康
委
員
会

□
定
住
外
国
人
高
齢
者
・
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
特
別
手
当

に
関
す
る
陳
情

継
続
審
査
と
し
た
も
の
　
71
件

（
新
た
に
提
出
さ
れ
た
５
件
の
み
記
載
）

総
務
区
民
委
員
会

□
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施
行
等
を
求
め
る
意
見
書
を

政
府
等
に
提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
陳
情

福
祉
健
康
委
員
会

□
生
活
保
護
の
「
老
齢
加
算
」
復
活
に
関
す
る
陳
情

環
境
建
設
委
員
会

□
「（
仮
称
）市
谷
加
賀
町
計
画
」建
設
計
画
に
関
す
る
陳
情

文
教
委
員
会

□
江
戸
川
小
・
津
久
戸
小
の
統
廃
合
に
関
す
る
陳
情

□
江
戸
川
小
・
津
久
戸
小
の
統
廃
合
に
関
す
る
陳
情

審
査
未
了
と
な
っ
た
も
の
2
件

総
務
区
民
委
員
会

□
区
政
の
監
査
に
関
す
る
陳
情

環
境
建
設
委
員
会

□
資
源
循
環
に
関
す
る
陳
情

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
【
岩
手
県
盛
岡
市
】

　

盛
岡
市
の
景
観
政
策
に
つ

い
て
、
説
明
を
受
け
て
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

市
街
地
の
景
観
を
見
学
し
ま

し
た
。
盛
岡
市
で
は
、
自
然

と
眺
望
に
配
慮
し
た
景
観
政

策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま

し
た
。

　
【
岩
手
県
葛
巻
町
】

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
取
組
み
に
つ
い
て
、
説
明

を
受
け
て
、
質
疑
・
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後

バ
イ
オ
マ
ス
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

葛
巻
町
で
は
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
て
、
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

●
条
例
改
正
な
ど
議
案
3
件

に
つ
い
て
議
論

　

今
定
例
会
で
は
、「
新
宿
区

立
新
宿
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
な
ど
議
案
3
件

と
、
新
し
く
提
出
さ
れ
た
2

件
の
陳
情
を
含
む
34
件
の
陳

情
の
審
査
及
び
3
件
の
報
告

を
受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
3
件
に
つ
い
て
、
活
発

な
質
疑
を
行
っ
た
結
果
、
議

案
3
件
と
も
全
委
員
が
賛
成

し
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
陳
情
に
つ
い
て
は
、

33
件
の
陳
情
を
継
続
扱
い
に

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
地
方
都
市
視
察

　

当
委
員
会
で
は
、
平
成
21

年
11
月
4
日
〜
6
日
に
岩
手

県
盛
岡
市
と
岩
手
県
葛
巻
町

●本紙に関する問い合わせ　議会事務局調査管理係　電話 ５２７３-３５３４

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る

こ
と
を
区
民
に
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
」
等
、
積
極
的
な
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。
地
方
制

度
調
査
会
の
答
申
を
ど
の
よ

う
に
具
体
化
し
て
い
く
の
か
、

今
後
と
も
当
委
員
会
と
し
て

も
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
議
会
の
監
視
機
能
を
強
め

る
た
め
に
実
地
検
査
を
出
来

る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
」、「
住
民
訴
訟
と
議
会
の

議
決
と
の
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
」、「
勤
労
者
に
つ
い
て
、

立
候
補
を
容
易
に
す
る
こ
と

や
兼
職
の
禁
止
等
の
緩
和
を

ど
う
す
る
か
」「
議
会
活
動
が

新
宿
区
議
会
公
明
党
（
平
成
21
年
11
月
17
日
付
け
）

幹
事
長
…
有
馬　

と
し
ろ
う

民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団
（
平
成
21
年
11
月
26
日
付
け
）

副
幹
事
長
…
志
田　

雄
一
郎

会
派
の
役
職
変
更

福
祉
健
康
委
員
会

1
才
か
ら
小
6
ま
で
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
無
料
に

し
た
。

●
委
員
会
へ
の
報
告
は
、
区

が
新
た
に
満
１
歳
か
ら
小
学

校
６
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
助
成

し
無
料
と
す
る
こ
と
や
、
社

会
保
険
新
宿
診
療
所
売
却
の

入
札
結
果
等
が
報
告
さ
れ
、

質
疑
し
ま
し
た
。

●
福
祉
健
康
委
員
会
は
、
11

月
４
日
か
ら
北
海
道
函
館
市

と
室
蘭
市
に
視
察
に
行
き
ま

し
た
。
函
館
市
で
は
平
成
14

年
か
ら
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
を
施
行
し
公
共
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促

進
す
る
と
と
も
に
学
校
へ
の

●
福
祉
健
康
委
員
会
は
、
補

正
予
算
な
ど
計
13
本
の
区
長

提
出
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
に
は
生
活
保
護
費

が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
へ
の
対
応
や
、
新
宿
区
独

自
の
父
子
家
庭
手
当
を
来
年

１
月
か
ら
実
施
す
る
た
め
の

予
算
が
含
ま
れ
て
お
り
、
全

会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

●
陳
情
は
平
成
19
年
か
ら
継

続
と
な
っ
て
い
た
「
定
住
外

国
人
高
齢
者
・
障
害
者
に
対

す
る
福
祉
特
別
手
当
に
関
す

る
陳
情
」
は
採
択
し
、
新
た

に
付
託
さ
れ
た
「
生
活
保
護

の
『
老
齢
加
算
』
復
活
に
関

す
る
陳
情
」
は
継
続
と
し
ま

環
境
建
設
委
員
会

新
宿
区
立
新
宿
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
セ
ン
タ
ー

条
例
の
改
正
な
ど
議
案
3
件
を
審
議文

教
委
員
会

牛
込
地
区
学
校
適
正
化
配
置
（
江
戸
川
小
・

津
久
戸
小
の
統
廃
合
）
に
つ
い
て
議
論

の
統
廃
合
に
関
す
る
陳
情
」

と
い
う
新
た
な
2
件
の
陳
情

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
多
く

の
傍
聴
者
が
見
守
る
中
、
適

正
配
置
に
関
す
る
江
戸
川
小
・

津
久
戸
小
で
の
こ
れ
ま
で
の

取
組
み
経
緯
や
い
つ
統
合
協

議
会
を
設
置
す
る
べ
き
か
等

の
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

●
文
教
委
員
会
は
、
最
先
端

の
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
る
立

命
館
小
学
校
（
京
都
市
）
を
、

小
中
一
貫
校
と
し
て
平
成
16

年
に
教
育
特
区
の
認
定
を
受

け
て
い
る
田
原
小
中
学
校（
奈

良
市
）
を
、
そ
し
て
京
都
国

際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
京

都
市
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

●
今
定
例
会
で
は
、
第
2
回

定
例
会
で
指
定
管
理
者
制
度

導
入
が
決
定
さ
れ
た
、
四
谷
、

角
筈
、
大
久
保
図
書
館
そ
れ

ぞ
れ
に
団
体
が
選
定
さ
れ
、

指
定
を
行
っ
た
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
指
定

管
理
者
に
な
っ
て
い
る
新
宿
、

中
町
、
戸
山
図
書
館
の
現
状

も
確
認
し
な
が
ら
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

●
報
告
事
項
と
し
て
「
新
中

央
図
書
館
等
の
検
討
経
過
に

つ
い
て
」
が
あ
り
ま
し
た
。

郵
送
、
来
館
者
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施
を
通
し
て
、
図
書
館
に
対

す
る
多
数
の
区
民
の
意
見
が

集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
江
戸
川
小
・
津
久
戸
小

防
災
等
安
全
対
策
特
別
委
員
会

最
近
の
火
災
事
例
を
質
疑
。

災
害
時
要
援
護
者
対
策
を
策
定
中
！

自
治
・
地
方
分
権
特
別
委
員
会

条
例
に
盛
込
む
べ
き
事
項
を
引
続
き
検
討

疑
し
ま
し
た
。

　

１
面
に
掲
載
の
よ
う
に
1

月
30
日
、
午
後
1
時
半
よ
り

「
身
近
な
政
府
・
新
宿
区
の
自

治
を
考
え
る
つ
ど
い
」
と
題

し
、
3
者
検
討
連
絡
会
議
に

よ
る
「
中
間
報
告
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
会
の
成

功
に
向
け
検
討
を
重
ね
ま
し

た
。

　

区
民
の
皆
様
の
多
数
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

仮
称
「
新
宿
区
自
治
基
本

条
例
」
の
制
定
に
向
け
、
条

例
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
の

議
会
案
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
を
進
め
ま
し
た
。

　
「
区
民
」「
区
民
の
権
利
と

責
務
」「
地
域
自
治
の
推
進
」

な
ど
用
語
の
定
義
を
、
さ
ら

に
精
査
し
ま
し
た
。

ま
た
11
月
9
日
に
出
さ
れ
た

「
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員

会
」
の
第
4
次
勧
告
の
答
申

に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
質

議
会
・
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

「
第
29
次
地
方
制
度
調
査
会
答
申
、今
後
の
基
礎
自
治
体
及
び

監
査
・
議
会
制
度
の
あ
り
方
」に
つ
い
て
、報
告
を
受
け
質
疑

対
象
の
拡
大
、
議
会
の
監
視

機
能
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ

と
。

　

第
２
、
議
会
制
度
の
自
由

度
の
拡
大
と
し
て
、
議
員
定

数
に
つ
い
て
、
議
会
の
招
集

と
会
期
の
運
営

　

第
３
、
議
会
の
議
員
に
求

め
ら
れ
る
役
割
等
に
つ
い
て
、

報
告
が
あ
り
質
疑
い
た
し
ま

し
た
。

　

第
29
次
地
方
制
度
調
査
会

は
、
平
成
19
年
７
月
か
ら
平

成
21
年
７
月
ま
で
開
か
れ
、

「
今
後
の
基
礎
自
治
体
及
び
監

査
・
議
会
制
度
の
あ
り
方
に

関
す
る
答
申
」
を
出
し
ま
し

た
。「
議
会
制
度
の
あ
り
方
」

で
は
、

　

第
１
、
議
会
の
団
体
意
志

決
定
機
能
や
監
視
機
能
の
向

上
策
と
し
て
、
議
決
事
件
の

の
４
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は

①
要
援
護
者
へ
の
対
応
、
家

庭
用
火
災
警
報
器
の
周
知
に

つ
い
て

②
一
斉
点
検
の
重
点
地
域
の

範
囲
と
内
容
に
つ
い
て

③
今
年
度
実
施
し
た
水
防
対

策
の
周
知
と
今
後
の
総
合
的

対
応
に
つ
い
て

④
テ
ン
ト
劇
場
開
催
時
と

フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

施
設
利
用
時
の
具
体
的
イ

メ
ー
ジ
、
社
会
実
験
の
成
果

に
つ
い
て

な
ど
で
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
当
委
員
会

に
対
す
る
新
た
な
条
例
、
補

正
予
算
、
陳
情
等
の
提
出
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

報
告
で
は
、

①
区
内
火
災
（
富
久
町
）
に

つ
い
て

②
高
円
寺
南
の
飲
食
店
火
災

を
受
け
て
、
区
内
重
点
地
域

の
雑
居
ビ
ル
一
斉
点
検
に
つ

い
て

③
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
対

策
（
道
路
・
公
園
）
の
進
展

状
況
に
つ
い
て

④
区
立
大
久
保
公
園
改
修
計

画
と
工
事
に
つ
い
て

て
廃
校
を
障
害
者
の
福
祉
施

設
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

て
利
用
し
て
い
る
様
子
を
視

察
し
ま
し
た
。

出
前
講
演
な
ど
ソ
フ
ト
面
で

も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

室
蘭
市
で
は
国
の
制
度
で
あ

る
地
域
再
生
計
画
を
活
用
し


